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地面に落ちた菌核が伝染源となる。茎や果実に灰白色
綿状のかびを形成し、後にネズミ糞状の菌核を生じる。

トマト・ミニトマト病害虫図鑑
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病  害
【青枯病 Ralstonia solanacearum 】
被害残査とともに土壌中に生存していた病原菌が長
期間生存して伝染源となる。また、収穫時や剪定時に
ハサミの切り口からも伝染する。地際部茎の導管が褐
変し、地上部が数日でしおれ、回復しない。（青枯れ症状）

【うどんこ病 　　　　　　　　　　　　　　 】
発病植物上で形成された分生子によって伝染。葉に
うどんこ状の病斑を生じる。施設栽培で被害がある。

【疫病 Phytophthora  infestans 】
被害作物の菌糸によって土壌中で越冬し、
伝染源となる。また、バレイショの発病茎葉か
ら飛散した胞子によっても感染する。葉、果
実、茎に褐色のややく窪んだ病斑を生じる。

【菌核病 Sclerotinia sclerotiorum 】 【灰色かび病 Botrytis cinerea 】
圃場に残った発病葉・発病果上の病原菌や、地表
面に菌核として残ったものが伝染源となる。次期作
では、そこから胞子が飛散して伝染する。果実、茎、
葉に灰色かびを密生した病斑を生じる。

【葉かび病 Passalora fulva 】
病原菌は各種資材に付着して越冬。気温20～25℃
で多湿条件下での発生が多く、とくに施設栽培での被
害が大きい。葉裏に灰色ビロード状のかびを生じる。

急激に株が萎れる 導管部が黒褐変

発病茎内の黒色菌核
発病果

発病葉 褐色水浸病斑 発病茎 発病果

発病葉（褐色の
不整形病斑）

発病進展葉

発病幼果発病茎初期病斑 発病葉（葉表）

発病茎 白色綿状菌糸を生じる

発病葉（葉裏）

【オオタバコガ Helicoverpa armigera 】
幼虫は、葉を食害するほか、新芽、花蕾、果実、茎の
中などに潜り込んで食害する。広食性。

【オンシツコナジラミ Trialeurodes vaporariorum 】
成虫、幼虫とも葉から吸汁し、作物の生育を抑制。
排泄物によるすす病を発生。

【ジャガイモヒゲナガアブラムシ Aulacorthum solani 】
葉や果実から吸汁し、作物の生育を抑制する。モザ
イク病を媒介する。

【トマトサビダニ Aculops lycopersici 】
加害による果実さび症状、肥大にともなう細かい
亀裂、葉の奇形、変色、芯止まりなど、乾燥条件で
多発する傾向がある。

【トマトハモグリバエ Liriomyza sativae 】
成虫は卵を葉肉に1個ずつ産み付ける。幼虫は葉
肉内を潜孔しながら食害する。寄生範囲が広い。

【ミカンキイロアザミウマ Frankliniella occidentalis 】
夏には黄色型、冬には褐色型が多い。子房への産卵
では、幼果のときに産卵痕が凹んで周囲が白く膨れ、
成熟後も褐色の斑点として残る。
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適用薬剤 パンチョTF顆粒水和剤、ベルクートフロアブル など 適用薬剤 ピシロックフロアブル、ベトファイター顆粒水和剤 など適用薬剤 バスアミド微粒剤

適用薬剤 ゲッター水和剤、ミギワ10フロアブル など 適用薬剤トリフミン水和剤、ベルクートフロアブル など適用薬剤トップジンM水和剤 など
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